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「新しい時代の津市公民館」について 

 

１ 「新しい時代の津市公民館」の検討に向けて 

これまで、公民館では長い歴史を通して、地域住民に身近な生涯学習の拠点というだけでな 

く、地域コミュニティの交流の場として重要な役割を果たし、住民の学習ニーズや地域の実情に 

応じて様々な学習機会の提供が行われてきました。 

今後も公民館を生涯学習・地域活動の拠点としていくため、「新しい時代の津市公民館」検討

委員会を設置して、これからの公民館を検討していきます。 

(1) 「新しい時代の津市公民館」検討委員会 

  ① 委員の構成 

自治会連合会や津市文化芸術団体連絡協議会など公民館と関わりのある団体１５名以内 

で構成 

  ② 所掌事項 

「新しい時代の津市公民館」に係る施設更新、運営等の事業に関する調査・助言等 

２ 「新しい時代の津市公民館」を考えるにあたって 

(1) 公民館施設改修整備の考え方 

国（総務省）の公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針及び津市公共施設等総合 

管理計画（案）（平成 28 年度策定予定）の趣旨に沿って、改修整備を進めていきます。 

 

・公共施設（公共建築物）の保有総量の適正化 

・公共施設（公共建築物）の有効活用 

・公共施設（公共建築物）の効率的な運営 

 

○ 津市における施設改修整備の方向性 

・ 複合施設としての整備 

・ 未利用施設の活用 

・ 大規模改修（長寿命化への対応）または新築による整備 

・ 諸室の施設機能の設定 

(2) 「新しい時代の津市公民館」とは 

今後も生涯学習の場としてだけでなく、地域の多世代の人々が集う拠点としての役割をよ 

り一層果たしていきます。 

○ 主な検討項目 

・ 公民館に求められる役割や機能 

・ 講座のあり方 

・ 利用者の意見を反映した公民館の経営 



資料３ 

 

2 

３ 今後の検討委員会スケジュール 

７月６日に第１回を開催し、合計４回開催予定 

１０月に提言 

委員会からの提言を受け、今年度中に「新しい時代の津市公民館」についての方向性を明

らかにします。 


